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はじめに

　筆者は2005年９月に留学生相談室に着任し，留学生

のメンタルヘルス相談や教育活動を担当している。留

学生相談室は2004年に学内共同教育施設として新しく

設立され，全学の留学生に関わる相談活動を行ってい

る。これまで留学生相談室の教職員の方々が作り上げ

てきた相談・教育活動の基盤をもとに，着任後，留学

生相談活動の充実化，留学生相談室の広報活動，留学

生のメンタルヘルスに対応する援助体制の強化，予防・

国際教育プログラムの開発等を目指し業務を行ってき

た。筆者自身，３年間のアメリカ留学を終えて，留学

先で専門的に学んだ留学生のカウンセリングやアドバ

イジングや，国際教育活動の方法をどのように活用す

ると，名古屋大学の学生や文化に適した相談・教育活

動として提供できるか試行錯誤を重ねながら試みた半

年であった。

Ⅰ . 相談活動

　2005年９月に着任してから，週に７～８コマの相談

時間を設け，相談業務を行ってきた。相談依頼は，留

学生，教職員，日本人学生など多岐に渡り，2005年度

後期の延べ面接件数（個別相談）は34件であった。１

人当たりの面接回数は相談内容によって異なるが，平

均1.7回であった。精神不安に関する相談の面接回数

は１人当たり平均3.2回であった。１回当たりの平均

面接時間は約54分であり，相談者に必要とされる綿密

なカウンセリングを提供してきた。

　留学生に対しては日本語と英語による多文化間カウ

ンセリング，留学生と関わりのある教職員に対しては

留学生の問題等を解決するためのコンサルテーション

などを提供してきた。また日本人学生からの相談の依

頼もあり対応してきた。

１ . 精神不安に関する相談が個別相談の多い割合
を占める

　個別相談の述べ面接件数34件のうち，相談内容は全

体的に精神不安に関するものが最も多く（12件），他

には異文化理解（６件），進路・就職（４件），学業（３

件）などに多い傾向が見られた。主な相談内容につい

て以下にまとめる。

【精神不安】

　精神不安の主な症状としては留学生や外国人研究者

の「異文化不適応等による精神不安からの問題行動」

「研究室や友人関係等，対人関係のストレスからの健

康状態の悪化や妄想等の傾向」「学業・研究のストレ

スによる精神不安状態や自尊心の低下」などが見られ

た。相談に来る留学生などの不安定状態は高く，興奮

しながら，または涙を流しながら話を伝える留学生も
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多い。継続的な支援ができるよう相談者との信頼関係

を築きながら，カウンセリングを提供することにつと

めた。中には，相談を依頼することやカウンセリング

を受けることに対して遠慮深い留学生も見られ，カウ

ンセリングとはどのようなものか，また筆者の役割に

ついて説明しながら，面接を行った。

【学業】

　学業に関する相談では，大学院入試に対するストレ

スを感じながら準備する研究生に対し，心理的な支援

をしながら，学習方法の指導を行った。また，転科を

希望する学生の相談に対応した。日本人学生からは海

外の大学での履修や勉強方法に関する質問に応じた。

【指導教員】

　博士号を取得するのに想像以上に時間がかかること

が分かり，これからの留学生活に不安を感じ，指導教

員を変更したいという留学生の相談に対応した。

【進路・就職】

　進路・就職については，キャリアプランニング等の

相談だけでなく，大学院に所属する留学生が研究・教

育職を目指す際の就職活動の方法，履歴書の作成方法

に関する相談なども受け，大学院生向けの留学生就職

支援の必要性を認識した。

【在留】

　帰国前の在留資格に関する質問や大学院に所属する

留学生が国際学会発表を行うためにアメリカに入国す

る際のビザについて問い合わせがあった。

【身体・健康】

　健康状態が悪化し，休学し母国に帰国することが必

要だと感じた留学生の休学や授業料に関する相談に対

応した。また，出産に関する質問などに対応した。

【異文化理解】

　異文化理解に関する相談では，留学生だけでなく日

本人学生からも，留学生と日本人学生の交流や理解を

促進する方法についての内容が多かった。相談を通し

て，留学生や日本人学生などが来学期に向けて新しい

国際交流プログラムの企画を立ち上げる姿も見られた。

２ . メンタルヘルス専門家との連携による留学生のサ

ポート

　留学生のメンタルヘルスの問題を扱う際に，特に深

刻な不適応症状や精神不安症状を示す留学生の問題や

危機管理の対応に関しては，留学生に関わる担当者，

カウンセラー，医師などが連携して問題解決に取り組

むことが望ましいと言われている。今年度は学内外の

メンタルヘルス専門家との援助・支援ネットワークを

強化することにつとめた。

【保険管理室との連携による留学生の精神面のサポート】

　留学生の深刻な精神不安に関するケースについては，

保険管理室の精神科医の先生方が主催されている東山

症例研究会（月に１～２回開催）において，ケースを

検討し，精神療法的な助言をいただきながら，カウン

セリングの方向性を見出し，問題解決に取り組んだ。

【地域の病院や医師との連携による留学生のサポート】

　留学生の危機管理に対応できるよう名古屋市内の多

言語が扱える医師や病院との連携を強化するために

ネットワークの構築につとめた。本年度は，英語で対

応が可能な精神科病院の訪問や，名古屋地域で開催さ

れる精神医学分野の研究会に参加し，英語を使って治

療が提供できる精神科医との関係を構築した。

　

Ⅱ . 留学生のメンタルヘルス予防活動・国際教育
　活動

　本年度は，留学生の異文化適応，留学生と日本人学

生の相互理解を促進することを目的にグループ・アプ

ローチを活用した２つの教育・予防プログラム「多文

化間ディスカッショングループ」，「スモールワールド・

コーヒーアワー」を立ち上げた。グループ・アプロー

チとは，カウンセリング心理学等の分野では，「自己

成長をめざす，あるいは問題・悩みをもつ複数の学生

に対し，グループ担当者が，言語的コミュニケーショ

ン，活動，人間関係，集団内相互作用などを通して心

理的に援助していく営み」（野島一彦編〈1999年〉『現

代のエスプリ：グループ・アプローチ』至文堂）と捉

えられている。筆者自身，ミネソタ大学の留学生オ

フィスで様々な形態の多文化グループ・プログラムを

提供してきた経験をもとに，留学生相談室や留学生セ

ンターの教職員や学生たちと共に話し合い，名古屋大
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学に適したプログラム開発を目指した。

１. 多文化間ディスカッショングループ

　多文化間ディスカッショングループとは，留学生の

異文化適応，留学生と日本人学生の相互理解，信頼関

係，友人関係の構築を促進することを目的としたサ

ポートグループ的なディスカッショングループ活動で

ある。具体的には留学生と日本人学生が定期的（週に

１回）同じメンバーで集まり（約11名），ファシリテー

ター（筆者）がグループ・カウンセリングの技法を用

いながら，文化に関することや異文化体験，大学生活

を送る中で日頃感じていることや困っていることなど

をテーマとしてディスカッションする。

　2005年度後期には，日本語によるディスカッション

グループ（参加者：大学院生２名，学部生２名，計11

名〈出身国：中国，台湾，モンゴル，日本〉）を実施し，

８回のセッションを行った。はじめは緊張やぎこちな

さが見られたが，徐々にグループのメンバーは信頼関

係を築き，個人的な悩みまでグループの中で分かち合

えるようなサポートグループとなった。これまでに食

事会やキャンプなども自主的に計画され，メンバーた

ちは相互理解を深めながら，友人関係を築いていった。

ある参加留学生は，グループは「孤独になりがちな留

学生活を支えてくれる家みたいな場所だった」と述べ

ており，参加学生の学生生活を支える重要な役割を果

たしたといえる。

　来年度は英語によるディスカッショングループも実

施する予定である。さらにはカウンセリング学や国際

教育学などを学ぶ大学院生のファシリテーターを募集

し，学生と共にグループ数を増やし，多文化間ディス

カッショングループ活動の発展を目指していきたい。

平成17年度　多文化間ディスカッショングループ活動内容

回 開催日 テーマ
11/17-11/30 事前面談（12名）

１ 12/１ 自己紹介

２ 12/８
自己紹介，今後のディスカッション
テーマ

３ 12/15 身近な文化差について
４ 12/22 恋愛
５ １/12 夢・生き方・価値観と中国料理
６ １/19 国際問題と自分の感情
７ １/26 家族関係・子育て
８ ２/２ グループの振り返りと今後に向けて

【多文化間ディスカッショングループ参加学生たちの

感想（アンケートより）】

・ より内面的で，より日常的な留学生の側面を知るこ

とができました。

・ 違う国のことより，自分の国のことについて知るこ

とができたように思います。

・ 一人一人を尊重して進行されていて，安心して話せ

る場所でした。

・ 和やかな雰囲気がよかったと思います。授業と違っ

て全然緊張しないで参加できました。

・ 違う考え方を持つ人の意見も尊重して真剣に聞く必

要があることを学びました。

・ 気軽に話し合えて，いろいろな国のことをも知るこ

とができて，友達も作れる場所でした。

・ お茶を飲んだり，お菓子を食べたりして，とてもの

んびりした雰囲気が好きでした。

２. スモールワールド・コーヒーアワー

　スモールワールド・コーヒーアワー（月に１～２回

開催）は，留学生・日本人学生・教職員などが自由に

参加できるオープン・グループ活動である。毎回，集

まったメンバーでリラックスした雰囲気の中，気軽な

雑談を交わしたり，テーマを設定し文化紹介をしたり，

時には学生生活で必要な情報を提供しあうなど，楽し

い交流と学生生活に必要とされるサポートを受けられ

る場である。さらに，筆者や教職員がコーヒーアワー

のプログラムに関わることにより，必要に応じて参加

学生との話の中で教育・心理的なサポートを提供する

ことができる場となっている。2005年度は留学生相談

室（IB 電子情報館）において開催したことにより相

談室の場所を留学生や日本人学生に紹介する機会にも

なった。

　2005年度後期は４回のコーヒーアワーを実施し，延

べ参加者は53名であった。主に身近に感じる文化の違

いについて，留学生と日本人学生が積極的に質問しあ

う場面が多かった。また留学に関心のある日本人学生

が留学生の日本での留学体験を聞き，異文化体験につ

いて知る機会となった。参加学生にコーヒーアワーの

どのような点が良かったかと聞くと「自分の興味のあ

ること以外のいろいろな面白い話，海外の話，留学生

の体験が聞けること。友達が作れる点。」や「様々な

学部・年齢の方々といろいろな話ができる点。」と答

えていた。学年や学部・研究科を越えた留学生と日本
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人学生など幅広い参加者が集まり，コミュニケーショ

ンを通して，互いにいい刺激を受けあったといえる。

来年度は学生ボランティアスタッフを募り，学生と共

にスモールワールド・コーヒーアワーを開催していき

たいと考えている。また，本年度は日本語の使用頻度

が高く，英語でのコミュニケーションを希望する留学

生や日本人学生も多かったため，来年度は多言語を

使って交流できる場を工夫して提供していきたい。

３. オリエンテーション活動 

　留学生受入れオリエンテーションでは，異文化適応

の促進のために必要な情報を伝え，異文化対応スキル

などを紹介した。さらに留学生相談室を気軽に利用で

きるよう，オリエンテーション内容を工夫した。

【新入留学生オリエンテーション】

全学新入留学生のためのオリエンテーションでのガイ

ダンス

2005年10月12日「異文化適応について」（日本語・英語）

　留学生の適応援助のための情報提供として「異文化

適応とカルチャーショック」について説明した。主に

カルチャーショックが起こる原因，カルチャーショッ

クと異文化適応のモデル，カルチャーショックの症

状，カルチャーショックの対処方法を紹介した。新入

留学生が異文化体験のプロセスを理解し，カルチャー

ショックを体験したときに自分自身のケアができるよ

う情報提供することを目指した。オリエンテーション

に参加した留学生が重いカルチャーショックの症状を

感じた際にサポートが必要だと認識し，留学生相談室

に来談するケースが見られた。留学生相談担当者がオ

リエンテーションにおいて留学生を顔を合わせ，異文

化適応の話を伝えることは重要であるといえる。

【国際嚶鳴館オリエンテーション】

国際嚶鳴館入居オリエンテーションでのガイダンス

2005年９月28日「留学生活・異文化体験について」（日

本語・英語）

　国際嚶鳴館において，留学生の適応を促進し，留学

生と日本人学生が共同生活を送りやすくなるよう，カ

ルチャーショック，多文化環境での友人形成プロセス，

異文化コミュニケーションの観点から互いに心がけた

いことなどを説明した。

Ⅲ . 広報活動

　「留学生相談室」知名度を高めるために，相談室

の教職員でホームページ（http://www.isa.provost.

nagoya-u.ac.jp）のデザインや構造案を企画し，公開

に踏み切った。初めての試みであったため，試行錯誤

の連続であったが，これから内容や運営方法について

検討を重ね，改良していきたい。来年度は一度，全面

的にリニューアルし，利用者がより読みやすい，使い

やすいホームページを目指す予定である。さらに英語

版のページの作成に取りかかることができたらと考え

ている。また来年度はニュースレター「留学生相談室

だより」などの発行も行い，留学生相談室の活動を広

く周知し，利用者数を増やすことにつなげていきたい。

おわりに

　着任して以来，筆者自身，リエントリーのプロセス

を経験している中，多くの先生方や職員の方々に支え

られ，恵まれた環境の中で相談・教育活動を行えてい

ることにとても感謝している。日本の大学では名古屋

大学のように全学向けの「留学生相談室」が独立した

組織として存在し，留学生のメンタルヘルスを担当す

る教員が配置され，留学生の精神面の支援体制が整っ

スモールワールド・コーヒーアワー活動概要

回 開催日 テーマ 参加者数 出身地域 開催場所

１ 12/ ８ 文化の違い各国の事情 17名
東アジア・東南アジア・北米・中南米・
ヨーロッパ・日本等

IB 電子情報館740号室

２ 12/22 文化の違い各国の事情 14名 東アジア・北米・ヨーロッパ・日本等 IB 電子情報館740号室
３ １/12 留学生の日本での生活 12名 東アジア・日本等 IB 電子情報館740号室
４ １/16 今学期の振り返り 10名 東アジア・日本等 IB 電子情報館740号室

計 53名
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ている大学は少なく，名古屋大学は留学生カウンセリ

ングやアドバイジングの先駆けを行っているといえ

る。「名古屋大学留学生相談室」のこれからの発展の

ために，さらに様々な部局の教職員の方々と連携しな

がら，良質な相談・教育活動の提供につとめていきた

い。
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